
ⅠⅠⅠⅠⅠ．．．．．宇部工業高等専門学校の基礎情報宇部工業高等専門学校の基礎情報宇部工業高等専門学校の基礎情報宇部工業高等専門学校の基礎情報宇部工業高等専門学校の基礎情報

１．１．１．１．１．本校の特色本校の特色本校の特色本校の特色本校の特色

本校の教育理念は、「人間性豊かな、謙虚かつ論理的に物事を判断でき、常に向上心をもっ

て創造的目標に対して果敢に、粘り強く努力を傾注できる人材」を育成することである。こ

の理念に沿って、本校では、新しい「もの」を創造でき、国際化に対応できる技術者を育成

するために、「創造力をそなえ、“もの”づくりを得意とする人間性豊かな技術者の育成をめ

ざす」を学習・教育目標としている。

本校は、昭和 3 7 年、機械工学科及び電気工学科の 2 学科体制でスタートしたが、その後、

科学技術の進歩・産業構造の変化等に対応するために学科の整備拡充を図ってきた。現在、

前述の基幹 2 学科に加えて、メカトロニクス、化学とバイオ、経営と情報をそれぞれ教育す

る制御情報工学科、物質工学科及び経営情報学科の 5 学科を有している。今日までに 5 , 5 0 0

名を超える技術者を世に送り出している。平成 9 年に生産システム工学専攻及び物質工学専

攻からなる専攻科が設置された。両専攻を修了した学生は 130 名に上っている。また、平成

1 7 年に「経営のエンジニア」の育成を目的とする経営情報工学専攻が設置された。
本校は実務教育型の学校である。5 年間（本科）又は 7 年間（本科＋専攻科）の一貫教育

ならびに体験重視の教育により実践的・独創的・創造的技術者の育成を目指している。授業
による正課教育に加えて、学生会活動、課外活動、学寮生活等を重視して、学力に加え人間
素養の涵養を図っている。知徳体の総合教育を行っている本校学生への社会の評価は高く、
厳しい経済状況にも係わらず毎年 1 0 倍前後の求人倍率を維持している。就職率はほぼ 1 0 0
％である。本科卒業生の専攻科への進学及び大学への編入、ならびに専攻科修了生の大学院
への進学も活発で、編入・進学先での本校出身者の評価は高い。また、本校では産学官連携
による教育研究及び地域への教育サービスにも力を入れている。
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２．学校の規模（平成１７年５月１日現在）  
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ⅡⅡⅡⅡⅡ．．．．．取組について取組について取組について取組について取組について

１．１．１．１．１．取組の概要取組の概要取組の概要取組の概要取組の概要（図１）

本校では、講義、演習、実験・実習、設計製図、卒業研究（本科）、特別研究（専攻科）な

ど、「ものづくり」に係わる多様な形態の授業を行っている。本取組は、前記オンキャンパ

ス教育に加えて、地域と連携した「「「「「ももももものののののづづづづづくくくくくりりりりり」」」」」教育教育教育教育教育プログラムを構築することにより、

学生の学習意欲の向上及び知識・技術の活用能力、計画立案・遂行能力、プレゼンテーショ

ン能力、指導力などの実務能力を強化することを目的とする。本教育プログラムは、①地地地地地

域教育サービス域教育サービス域教育サービス域教育サービス域教育サービス、②インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ及び③ 地域連携型卒業地域連携型卒業地域連携型卒業地域連携型卒業地域連携型卒業・・・・・特別研究特別研究特別研究特別研究特別研究に関する科目か

ら構成される。この内、地域教育サービス地域教育サービス地域教育サービス地域教育サービス地域教育サービスは、学生が地域の小学校・中学校の児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒に

対して「ものづくり」教室を企画・開催することを内容とする科目である。これにより、学

生の企画力・説明力・指導力を育成することに加え、地域の児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒の科学技術・理科に

関する興味・関心と知的探求心を一層高める機会を提供することを目的とする。

２．２．２．２．２．現代ＧＰとの適合性現代ＧＰとの適合性現代ＧＰとの適合性現代ＧＰとの適合性現代ＧＰとの適合性

　　　　　2 . 1  2 . 1  2 . 1  2 . 1  2 . 1  取組の動機と背景取組の動機と背景取組の動機と背景取組の動機と背景取組の動機と背景

本校は創設以来、機械、電気、制御、情報、物質に関わる「ものづくり」に重点を置いた

教育研究を展開してきた。製造業を主体とする極めて多くの分野に従事している本校卒業生

の多くは、種々の分野の学習と経験を重ねつつ「ものづくり」に関する業務を展開してい

る。実社会で「ものづくり」を実現するためには、それぞれの専門分野の学問はもちろんの

こと、複合領域の学識と視点を養う必要がある。

一方で、地域小学校・中学校の児童生徒に対する科学技術・理科教育への地域社会からの

支援要請や地域自治体・N P O が実施する教室やイベントにおける「ものづくり」や科学技

術に係わる支援要請が増している。

また、本校が所在する宇部市は山口県内有数の工業都市で、産学官連携による産業創生は

当市の重要施策の１つである。本校は地域企業との共同開発研究に積極的に取り組み、これ

に貢献している。

　　　　　2 . 2  2 . 2  2 . 2  2 . 2  2 . 2  取組の目的取組の目的取組の目的取組の目的取組の目的・・・・・目標と本校の理念目標と本校の理念目標と本校の理念目標と本校の理念目標と本校の理念・・・・・目的との関係目的との関係目的との関係目的との関係目的との関係

本校では、新しい

「もの」を創造でき国

際化に対応できる技

術者を育成するため

に、「創造力をそなえ、

“もの”づくりを得意

とする人間性豊かな

技術者の育成をめざ

す」を学習・教育目標

として掲げて教育を

行っている。ここで言

う「もの」には、機械・

機 器 な ど の ハ ー ド

ウェア及び材料・物 図 1 　地域と連携した「「「「「ももももものののののづづづづづくくくくくりりりりり」」」」」教育教育教育教育教育

オンキャンパス教育

学校・自治体・ＮＰＯ
商工会議所・宇部高専Ｔ＆Ｂ

学生

地域連携型卒業・特別研究

一般科目 専門科目

地域教育サービス

講義・演習・実験・実習

地域振興

児童・生徒

地域の課題

企業・大学・自治体・病院

職業意識・自己発見

インターンシップ

課題解決能力

企画力・指導力

就業体験
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質のみならず、情報処理、計測、システム構築などのソフトウェアが含まれる。

この学習・教育目標を達成するため、本校では、「ものづくり」に係わる多様な形態の授

業を行っている。本取組は、このオンキャンパス教育に加えて、地域と連携した「ものづく

り」教育プログラムを構築して本校学生の学習意欲、知識の活用能力、創造力、計画立案・

遂行能力、プレゼンテーション能力、指導力を強化することを目指すものである。

　　　　　2 . 3  2 . 3  2 . 3  2 . 3  2 . 3  取組への本校構成員の評価取組への本校構成員の評価取組への本校構成員の評価取組への本校構成員の評価取組への本校構成員の評価

　「ものづくり」には、知識・技術のみでなく、様々な実務経験が要求される。本校学生の

インターンシップへの参加者は年々増加しており、本事業への学生からのニーズが大きい。

また、本校では、地域への教育サービスとして、学内開放事業、イベント、地域学校の児童

生徒への教育支援などを実施しているが、これらの教育サービスには努めて学生を参加させ

ている。これらの事業に参加した学生は学習意欲や課題解決に対する積極性が向上するな

ど、本事業の教育効果が極めて大きいことが本校教員の共通認識となっている。このような

本校構成員の評価が、地域教育サービスへの学生参加を単位化して正課の科目として取り扱

う試みを産むに至った。そこで、科学教育・技術教育ニーズの大きい地域の児童生徒への

「ものづくり」教室が最適と考え、地域の教育委員会、小学校・中学校及び NPO と連携した

「ものづくり」教育プログラムを構築することとした。

　　　　　2 . 4  2 . 4  2 . 4  2 . 4  2 . 4  取組の独創性取組の独創性取組の独創性取組の独創性取組の独創性・・・・・新規性新規性新規性新規性新規性

　本取組の特徴は、次の 3 点にある。① 従来からのインターンシップに加えて、地域の課

題を積極的に導入した卒業研究や特別研究を推進し、地域企業技術者の支援を得て多様な研

究環境の中で研究を行うことにより、学生の課題解決能力と創造力を育成する。② 学生の

自由な発想と創意工夫により企画・実施する教育サービスを地域の児童生徒へ提供し、これ

を正課の授業として認めることにより、学生の実務能力の育成を強化する。③ ①及び②を

併せて、地域産業の振興に貢献するとともに、2 1 世紀を担う児童生徒の科学技術への興味・

関心を高める機会を提供する。

特に、学生による児童生徒への教育サービスを正規の教育課程へ導入して単位化する事例

は国内外において見当たらず、本教育プログラムの独創性・新規性はこの点にある。

　　　　　2 . 5  2 . 5  2 . 5  2 . 5  2 . 5  取組の優れている点取組の優れている点取組の優れている点取組の優れている点取組の優れている点

　本取組の優れている点は、従前から本校に蓄積されたオンキャンパス教育並びに地域と連

携した「ものづくり」に係わる教育をさらに向上・充実させるとともに、地域への教育サー

ビスに学生を参加させて体験型教育効果をより高めることにある。

３．３．３．３．３．実現可能性実現可能性実現可能性実現可能性実現可能性（（（（（具具具具具体体体体体的的的的的ななななな実実実実実施施施施施能能能能能力力力力力）））））

　　　　　3 . 1  3 . 1  3 . 1  3 . 1  3 . 1  本校の教育改革本校の教育改革本校の教育改革本校の教育改革本校の教育改革

教育プログラムとして、「創造デザイン工学」を立ち上げた。本プログラムは、本科（機

械工学科、電気工学科、制御情報工学科、物質工学科）4・5 年生及び専攻科（生産システ

ム工学専攻、物質工学専攻）1・2 年生を対象として構成され、『創造力をそなえ，「もの」づ

くりを得意とする人間性豊かな技術者の育成』を目的とする。日本技術者教育認定機構

（JABEE）の認定を目指して平成 16 年度に受審し、これは平成 17 年度当初に認定される予

定である。また、本年 4 月、経営情報工学専攻の新設に伴い、経営情報学科 4・5 年生及び

本経営情報工学専攻 1・2 年生を対象とする「経営情報工学」教育プログラムを設定し、

JABEE の認定を目指して準備を進めている。本校は、JABEE 認定への取組により教育改革

を推進し、「技術者教育の向上と国際的に通用する技術者の育成を通じて社会と産業の発展
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に寄与すること」を目指している。

　　　　　3 . 2  3 . 2  3 . 2  3 . 2  3 . 2  取組の目標と計画取組の目標と計画取組の目標と計画取組の目標と計画取組の目標と計画

本教育プログラムは、①地域教育サービス、②インターンシップ及び③地域連携型卒業 ・

特別研究に関する科目から構成され、それぞれ次のような目標と計画を設定している。

　　　　　（（（（（アアアアア）））））地域教育サービス地域教育サービス地域教育サービス地域教育サービス地域教育サービス

　本科 4・5 年生を対象として選択科目１単位とする「地域教育」科目を設定し、授業の形

態と内容、到達目標及び成績評価方法等を検討してシラバスを作成する。本科目では、小学

校コース、中学校コース及びサテライト教室コースから１つを選択する。各コースでは、１

グループ 5 ～ 10 名の学生が、機械、電気・電子、ロボット、情報・通信、化学、バイオ、環

境、デザインの技術分野から、各々１つのテーマを選び、「ものづくり」教室を企画する。

小学校コース及び中学校コースは本校施設設備を使用して本校で実施する。サテライト教室

は、ファームプラザ新天町（宇部市新天町名店街協同組合事務所ビル）で実施する。

この科目はいずれのコースも、事前教育（テーマ選択、計画、予備実験、準備等）、「もの

づくり」教室の実施、事後教育（報告書作成、発表会）から成る。事前教育は、卒業研究の

指導教員が担当する。事前・事後教育は正課の時間割として組み込むが、「ものづくり」教

室の実施は放課後や土日を利用することとなる。小学校・中学校コースは、平成 1 7 年度に

おいてはモデル校と連携して試行し、その結果を参考にしてシラバスを完成させる。平成 18

年度より教育課程へ取り込み、宇部市内及び近郷の小・中学校へ対象校を拡大する。

　　　　　（（（（（イイイイイ）））））インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ

　本取組では、学生の学習意欲の向上、高い職業意識の育成、自己の再発見、責任感・自立

心の醸成を目指す。本科 4・5 年生に選択１単位及び専攻科 1・2 年に必修 2 単位のインター

ンシップを課する。

　事前教育は、各クラス担任による教育、外部講師による講演会、参加者全員に対する合同

教育から構成される。事後教育は、報告書提出及び発表会による成果発表とその評価及び交

流会から構成される。発表会及び交流会には受入れ企業等の関係者を招待し、就業体験及び

その教育成果についての評価を依頼する。事前・事後教育は本科・専攻科別々に実施する。

　　　　　（（（（（ウウウウウ）））））地域連携型卒業地域連携型卒業地域連携型卒業地域連携型卒業地域連携型卒業・・・・・特別研究特別研究特別研究特別研究特別研究

　本取組では、地域社会・産業界の課題に基づき問題設定を行い、学生の自由な発想で解決

を目差す創造性の涵養と課題解決能力の育成を目標とする。

　地域社会・産業界の課題を卒業研究及び特別研究のテーマとして積極的に取り込む。研究

成果は学内における中間発表・論文提出・研究発表及び学外における学会発表を通じて公表

する。卒業研究 10 単位、特別研究 14 単位とする。卒業・特別研究のテーマは、地域産業界

と教員との共同研究の課題、宇部高専 T & B 会員が提供する課題及び宇部市が公募する地域

社会の課題の中から指導教員と相談の上、学生が選択する。研究室単位又は複数の研究室が

合同で、週一回程度、企業技術者、山口県産業技術センター研究員、山口大学教員・大学院

生・学部生等が参加する合同ゼミを行う。合同ゼミでは、学生が研究の計画や進捗状況を報

告し、討論と意見交換を通して、プレゼンテーション能力や説明力の育成を行う。

　　　　　3 . 3  3 . 3  3 . 3  3 . 3  3 . 3  実施体制と本校の人的実施体制と本校の人的実施体制と本校の人的実施体制と本校の人的実施体制と本校の人的・・・・・物的資源物的資源物的資源物的資源物的資源

　　　　　（（（（（アアアアア）））））実施体制実施体制実施体制実施体制実施体制

本取組は校長のリーダーシップの下に実施するものである。本プログラムの実施体制とし

て「ものづくり」教育委員会を新設する。これは副校長（教務主事）を委員長、専攻科科長
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及び地域共同テクノセンター長の 2 名を副委員長として、各 5 学科教員より委員各１名、4・

5 学年主任各 1 名、合計 10 名で構成される。本委員会は、既存の教務委員会（本科課程の教

育に関わる事項の企画と執行）、専攻科委員会（専攻科課程の教育研究に関わる事項の企画

と執行）及び各学科と連携し、本プログラムの企画・調整・運営にあたる。また、学生に対

する事前・事後教育の内容と実施方法、成績評価基準と評価方法は教務委員会及び専攻科委

員会で審議・決定する。上記各委員会の統括及び本取組への点検評価と見直し等は校長を委

員長とする既設の組織・運営検討委員会が行う。具体的な実施には、本科課程 5 学科及び専

攻科課程 3 専攻を担当する教員全員が参画する。

また、本計画の期間中には専従の教育コーディネーター（非常勤）1 名を配置して、本計

画に係わる企業・教育機関等や本校教員との連絡・調整等の業務に従事させる。

　　　　　（（（（（イイイイイ）））））本校の人的本校の人的本校の人的本校の人的本校の人的・・・・・物的資源物的資源物的資源物的資源物的資源

創設以来、本校教員は「ものづくり」に重点を置いた本校教育並びに学校開放事業・公開

講座等及び産官学連携による技術教育や共同研究を実施してきた。これらを通じて本申請課

題を遂行するに十分な経験と人的資源を蓄積している。

また、本校には、技術者教育に必要な施設・設備が整備されており、本取組の目標・計画

を達成するための物的資源が充実している。地域教育サービスには、本校各学科の実験室及

び本校共同利用施設（情報処理センター、加工システム実習室、地域共同テクノセンター）

及びそれらに設置されている設備を活用する。

　　　　　3 . 4  3 . 4  3 . 4  3 . 4  3 . 4  本取組に対する地域の協力体制本取組に対する地域の協力体制本取組に対する地域の協力体制本取組に対する地域の協力体制本取組に対する地域の協力体制

本校では、次に示すように産官学連携による多様な地域交流体制を整備している。山口大

学とは教育研究交流協定を、宇部市とは包括的連携・協力協定（資料１、p .11）を結んでい

る。また、山口県商工労働部、やまぐち産業振興財団及び山口県産業技術センターとは、山

口県や経済産業省が実施する開発研究事業等に共同で取り組んでいる。インターンシップで

は、山口県経営者協会や宇部商工会議所等と連携して、事前教育、企業開拓、受入れ企業と

派遣学生とのマッチング、事後教育等を実施している。宇部高専地域振興協力会（宇部高専

テックアンドビジネスコラボレイト、略称「宇部高専 T&B」）（県内企業会員約 70 社、個人

会員約 6 0 名）とは、インターンシップ事業や共同研究・教育プロジェクト等で産学連携関

係を築いている（資料２、p.11）。地域の学校との連携については、宇部市立常盤小学校、宇

部市常盤中学校、宇部工業高校、宇部農業高校おける理科教育や実験実習に係わる支援を

行っている。また、N P O である宇部市新天町名店街協同組合とは、地域のイベントの企画

について協力関係にあり、本サテライト教室の実施にあたって、施設の提供及び児童生徒募

集に協力いただける。以上述べたように、従前から築き上げてきた地域の自治体、教育委員

会、学校、産業界、N P O との地域連携のネットワークをさらに拡大して、本教育プログラ

ムを実行する。

　　　　　3 . 5  3 . 5  3 . 5  3 . 5  3 . 5  本取組に関連するこれまでの実績本取組に関連するこれまでの実績本取組に関連するこれまでの実績本取組に関連するこれまでの実績本取組に関連するこれまでの実績（図２）

　　　　　（（（（（アアアアア）））））地域への教育サービス地域への教育サービス地域への教育サービス地域への教育サービス地域への教育サービス

　　　　　( a )  ( a )  ( a )  ( a )  ( a )  小小小小小・・・・・中中中中中・・・・・高校への科学技術教育支援高校への科学技術教育支援高校への科学技術教育支援高校への科学技術教育支援高校への科学技術教育支援

小・中学生を対象とする「ものづくり教室」（機械工学科、電気工学科、制御情報工学科

教員がロボット、電気・電子、メカトロニクス等に関するそれぞれの教室を担当し学生がア

シスタントとして参加、本校で実施）（資料３、p .11）、宇部市立常盤中学校生徒の「選択理

科」（物質工学科教員が担当し学生がアシスタントとして参加、化学、バイオ、環境に関す
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る内容で、本校で実施）（資料４、p .13）、山口県立宇部工業高等学校の「目指せスペシャリ

スト（文部科学省指定校）」への支援（物質工学科教員）、山口県立宇部西高校の実習「水耕

栽培」への支援（物質工学科教員）を行ってきた。

　　　　　( b )  ( b )  ( b )  ( b )  ( b )  市民市民市民市民市民・・・・・企業技術者の生涯企業技術者の生涯企業技術者の生涯企業技術者の生涯企業技術者の生涯・・・・・キャリア教育キャリア教育キャリア教育キャリア教育キャリア教育

いわゆる本校が実施する公開講座で、市民を対象とする教養講座（一般科目教員が担当）

や企業技術者を対象とする機械・電気・情報・バイオ・環境・経営の各分野における技術や

資格取得に係わる専門講座（専門科目教員が担当）など、毎年 1 0 件前後の公開講座（資料

５、p.12）を開催している。

　　　　　( c )  ( c )  ( c )  ( c )  ( c )  地域自治体地域自治体地域自治体地域自治体地域自治体・・・・・N P ON P ON P ON P ON P O ・・・・・メディア等との連携による生涯教育メディア等との連携による生涯教育メディア等との連携による生涯教育メディア等との連携による生涯教育メディア等との連携による生涯教育

宇部市小学生卓球教室へのインストラクター派遣（本校卓球部学生）や地域の新聞社・TV

社が主催するジュニア科学教室（資料６、p .12）への協力（講師と会場の提供、一般・専門

科目を問わず毎年数名の教員が交代で担当）がある。また、小・中学生を対象とする宇部市

教育委員会が主催する「ものづくり」教室（資料７、p.12）、山口・防府 2 市 6 町広域組合が

主催するワイワイ交流会や防府市青少年科学館が主催する「おもしろサイエンス」などへの

協力（年度毎に専門科目教員の中から数名が交代で担当し、5 名前後の学生がアシスタント

として参加）などがある。地域新聞社の連載講座「読んで楽しいカルチャー講座」（一般・

専門科目の全教員による執筆；連載終了後、2 冊の本を出版）（資料８、p . 1 3）がある。

　　　　　( d )  ( d )  ( d )  ( d )  ( d )  地域社会地域社会地域社会地域社会地域社会・・・・・産業の新規創出産業の新規創出産業の新規創出産業の新規創出産業の新規創出・・・・・振興への貢献振興への貢献振興への貢献振興への貢献振興への貢献

本校は地域企業との共同研究等を活発に推進し、また、技術相談にも積極的に対応して地

域社会・産業の振興に積極的に貢献している。地域連携による共同研究等の分野は、精密加

工、計測・検査、機械機器、ロボット、情報通信、バイオ・食品、環境など多岐にわたって

いる（資料９、p . 1 4）。なお、本校の研究シーズを発展させ、本校教員が総括研究代表者と

なっているプロジェクトが、過去 3 年間（平成 1 4 ～ 1 6 年）において、「経済産業省地域新

生コンソーシアム研究開発事業」に 3 件採択されたことは特筆に値する（資料１０、p .13）。

また、山口県、防府市、福岡県太宰府市の歴史編纂に本校社会科教員が協力している。

（（（（（イイイイイ）））））インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ

　1 6 年度は、本科生 8 4

名、専攻科生 23名がイン

ターンシップを実施し

た。インターンシップ参

加者が年々急増してお

り、これに対する学生の

意識が向上している。ま

た、インターンシップの

報告会及び交流会に受入

れ企業等の担当者を招待

し、本取組の問題点や改

善事項等の助言を受ける

とともに、企業等担当

者・学生・教員との交流

を深めている。 図２　本取組に関連するこれまでの実績

講義科目

創造工学実験
インターンシップ

卒業研究

特別研究

講義科目

共同
開発

児童
生徒
学生
市民

共同研究

山口大学

地域
教育

イベント

複合実験・総合演習

企 業

宇部市

やまぐち産業振興財団
山口県産業技術センター

山口県経営者協会
宇部商工会議所

小学校

中学校
専門高校

公開講座

技術相談

オンキャンパス教育

卒業生・修了生

中学生

研究者
技術者

学校開放事業

教育支援

講演会

近郷市町村
宇部高専T&B

地域への教育サービス 地域と連携した教育と研究

学 生

専門高校生 入学・編入

7



　　　　　（（（（（ウウウウウ）））））地域との連携による技術教育地域との連携による技術教育地域との連携による技術教育地域との連携による技術教育地域との連携による技術教育

　本校では、地域産官学との連携及び国際交流により学生の技術教育の質の向上を図ってい

る。本校は宇部市、山口大学、山口県産業技術センターなどの地域の公的機関並びに宇部高

専 T & B の会員企業を中心とする地域企業と連携した教育を推進している。また、オースト

ラリア・ニューカッスル大学及び韓国・東義工業大学と国際学術交流協定を締結し、本校と

の学生・教員の国際交流を推進している。

本校での特色ある教育実践例として、地域の企業・大学・公設研究機関等と連携した卒業

研究や特別研究への取組がある。この取組件数は年々増加しており、平成 1 5 年度において

は、卒業研究 34 件、特別研究 6 件であった。産官学連携による技術者教育により、応用・開

発研究へ強い興味と関心を持つ学生が育っている。その成果を次に例示する。平成 1 6 年度、

本校の学生グループによって健康入浴器具「たこマグ」（いずれも特許出願、商品化開発の

段階）及び抽出装置「だしだしポット」（いずれも特許出願、商品化開発の段階）の 2 件が

発明され、（財）日本発明振興協会関西支部・第 24回優秀発明賞を受賞した（資料１１、p.15）。

また、切り花を美しく長持ちさせるボタン電池型のキットを開発し、キャンパスベンチャー

グランプリ 2004 中国で優秀賞を受賞した。また、専攻科特別研究の成果を学会で発表し、毎

年、学生発表優秀賞を数件獲得している（資料１２、p . 1 5）。

　　　　　（（（（（エエエエエ）））））技術教育の成果技術教育の成果技術教育の成果技術教育の成果技術教育の成果

　本取組に関連する本校の技術教育の成果を示す事例として、全国高専ロボットコンテスト

入賞（平成 15年度ベスト 4、特別賞；平成 16年度ベスト 8、技術賞）（資料１３、p.15）、全

国高専プログラミングコンテスト入賞（平成 1 5 年度技術部門 4 位、特別賞）や技能五輪全

国大会出場（平成 1 5 年度）などが挙げられる。

４．４．４．４．４．取組の社会的効果等取組の社会的効果等取組の社会的効果等取組の社会的効果等取組の社会的効果等

　本取組は「地域教育サービス」、「インターンシップ」、「地域連携型卒業・特別研究」を柱

とする「ものづくり」教育プログラムの実施である。後者の二つは、多くの学校・大学で取

り上げられているが、「地域教育サービス」を正課の授業に組み入れた事例は見当たらない。

本取組は三つの柱を有機的に結合した教育プログラムを構築し、学生の学習意欲の向上と創

造力・実務能力の効果的な育成を目指すもので、他高専等への波及効果が期待できる。

「地域教育サービス」は、学生が習得した知識・技術を活用し、創意工夫と企画・実施能

力を生かすことによる「ボランティア活動」でもある。また、提供する内容も各学科の専門

教育の特徴を生かしたもので、その科学・技術分野は多岐にわたっている。このような教育

サービスは地域の児童生徒に対しては魅力的で、保護者に取っても関心が深いものと考えら

れる。したがって、地域の「ものづくり」気運の醸成に大きな成果が期待される。

５．５．５．５．５．取組の評価体制等取組の評価体制等取組の評価体制等取組の評価体制等取組の評価体制等

　学内構成員のみからなる評価体制による評価では不十分であるので、広く学外の関係者か

ら構成される評価会議を計画している。本評価会議の委員は小・中学校教諭、保護者、大

学・企業・行政・N P O の関係者、本校教員・学生から構成され、さらに「地域教育サービ

ス」、「インターンシップ」、「地域連携型卒業・特別研究」ごとに評価部会を立ち上げる。「地

域教育サービス」部会では小・中学校での教育現場、児童生徒の保護者及び N P O 関係者か

らの評価、「インターンシップ」部会では、受入れ企業・機関の関係者からの評価、「地域連

携型卒業・特別研究」部会では企業・大学・行政からの評価がそれぞれ必要と考えている。

また、本取組に対する本校学生及び受講者である児童生徒へのアンケート調査を実施し、評

価会議の審議結果と併せて本教育プログラムの改善と教育効果の向上を図る。
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ⅢⅢⅢⅢⅢ．．．．．取組の実施計画について取組の実施計画について取組の実施計画について取組の実施計画について取組の実施計画について

１．１．１．１．１．取組の実施計画取組の実施計画取組の実施計画取組の実施計画取組の実施計画

　本取組の実施計画並びに全体スケジュール及び各年次のスケジュールを以下に示す。

　　　　　1 . 1  1 . 1  1 . 1  1 . 1  1 . 1  本取組全体の実施計画とスケジュール本取組全体の実施計画とスケジュール本取組全体の実施計画とスケジュール本取組全体の実施計画とスケジュール本取組全体の実施計画とスケジュール

　①平成 17 年 12 月までに、地域「ものづくり」教育ネットワークを構築するとともに、評

価会議を設置する。評価会議を平成 17年 12月～平成 18年 12月の期間中、4回開催する。（図

３参照、以下同様）②成果報告会を平成 18 年及び平成 19 年の１～ 2 月にそれぞれ一回開催

する。③平成 1 9 年 3 月に成果報告書を作成し、関係機関に配布するとともにインターネッ

ト上に公開する。なお、本プログラムの途中経過はインターネットで適宜情報公開する。

　　　　　1 . 2  1 . 2  1 . 2  1 . 2  1 . 2  各個別の実施計画と各年次のスケジュール各個別の実施計画と各年次のスケジュール各個別の実施計画と各年次のスケジュール各個別の実施計画と各年次のスケジュール各個別の実施計画と各年次のスケジュール

　　　　　（（（（（アアアアア）））））地域教育サービス地域教育サービス地域教育サービス地域教育サービス地域教育サービス

　平成 1 7 年度はモデル校と連携して試行を行い、その成果を参考にして教育プログラムの

構築とシラバスを作成する。平成 18 年度より本科 4・5 年生において選択科目１単位として、

このプログラムを実施に移す。本プログラムでは、学生は小学校コース、中学校コース及び

サテライト教室コースの中から１コースを選択する。各コースにおいては、機械、電気・電

子、ロボット、情報・通信、化学、バイオ、環境、デザインの科学技術分野の中から、学生

が１つのテーマを提案し、「ものづくり」教室を企画して実施する。

小学校コース及び中学校コースは本校施設設備を利用して実施する。平成 1 7 年度は、常

盤小学校 5・6年生 40名及び常盤中学校 1・2年生 40名をそれぞれ 20名から構成される 2つ

のグループに分け、2 時間の「ものづくり」教室を合計 4 回実施する。本校学生 40 名を 4 班

に分け、各班 1 0 名の学生がそれぞれ提案したテーマの「ものづくり」教室を担当する。

サテライト教室は、ファームプラザ新天町（宇部市新天町名店街協同組合事務所ビル）で、

おもしろファーム「ものづくり教室」と題して実施する。この教室には、上記の科学技術分

図３　地域教育サービスのスケジュール

常盤小学校「ものづくり教室」支援（本校）

常盤中学校「選択理科」支援（本校）

おもしろフォーム「ものづくり教室」（ファームプラザ新天町）

平成17年度 平成18年度

プログラム構築／情報公開

「ものづくり」分野：機械、電気・電子、ロボット、情報・通信、化学、バイオ、環境、デザイン

成果報告会：児童・生徒・保護者、学校・ 企業・行政・NPOの関係者、本校学生・教員

評価会議：小・中学校教諭、保護者、 大学・企業・行政・NPOの関係者、本校教員・学生

地域「ものづくり」教育ネットワーク構築／評価会義（状況報告・討論・評価）／報告書作成

モデル校で試行 正規科目として実施

プログラム実施／情報公開

4        6        8       10      12        2        4         6 8       10      12       2        4

成果報告会成果報告会

スクールバス送迎運行

宇部市小・中学校へ拡大

「地域教育」科目
シラバス作成 事前説明 登録・事前教育・実施 報告書・発表会

評価
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野から学生が提案する 20件のテーマについて、20回（毎週土曜日 1テーマ 2時間 /回、2回 /

月× 10 月）に分けて「ものづくり」教室を企画して開催する。学生 100 名を 1 テーマ 5 人毎

の 2 0 班に分け、各班がそれぞれ１つのテーマを担当する。この教室の対象者は小・中学生

とし、参加者募集は宇部市新天町商店街組合が行う。

　この科目はいずれのコースも、事前教育 16 時間（テーマ選択、計画、予備実験、準備等：

2 時間× 8 回）、「ものづくり」教室の実施 4 時間（2 時間× 2 回）、事後教育 10 時間（報告書

作成、発表会）とする。事前教育は、卒業研究の指導教員が担当する。小学校・中学校コー

スは、平成 1 8 年度以降、宇部市内及び近郷の小・中学校へ対象校を拡大する。小・中学校

の児童生徒に対しては、本校のスクールバスを運行して本校への送迎を行う。

　　　　　（（（（（イイイイイ）））））インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップインターンシップ

　本科 4・5 年生において選択１単位（就業体験、1 週間以上）及び専攻科 1・2 年に必修 2

単位（就業体験、3 週間以上）のインターンシップを実施する。具体的なインターンシップ

の実施プロセスは、企業開拓（2 ～ 5 月）、学内ガイダンス（5 月）、マッチングと依頼（5 ～

6月）、事前教育（6～ 7月）、インターンシップ実施（7～ 9月）、事後教育（10～ 11月）、評

価（1 2 月）とする。学内ガイダンスではスケジュール及び事務手続き、事前教育では実習

先での心構え・マナー・服装、実習記録・報告書等について説明を行う。講演会では、イン

ターンシップの意義・目的・効果などを中心とする外部講師による講演を行う。企業開拓に

ついては、本校独自で全国的規模でこれを行うとともに、宇部高専 T & B、山口県経営者協

会及び宇部市商工会議所と連携して地域企業による受入れを拡充する。

　　　　　（（（（（ウウウウウ）））））地域連携型卒業地域連携型卒業地域連携型卒業地域連携型卒業地域連携型卒業・・・・・特別研究特別研究特別研究特別研究特別研究

　卒業研究は、本科 5 年次に必修 10 単位、特別研究は専攻科 1・2 年次を通して 14 単位であ

る。卒業研究の内容は、研究テーマ選定（4 月）、研究実施（調査・実験・データ整理・解

析、5 月～ 2 月）、中間発表（12 月）、論文提出・研究発表（2 月）である。特別研究の内容

は、研究テーマ選定（１年次 4 月）、中間発表（1 年次 12 月）、論文提出・研究発表（2 年次

2 月）となっている。発表会は公開で、学外者・教員・学生（本科 4・5 年生、専攻科生）が

参加して行われる。　

　　　　　（（（（（エエエエエ）））））成果報告会成果報告会成果報告会成果報告会成果報告会

　本校構成員、学外の本教育プログラム関係者、高専・大学関係者の参加による成果報告会

を開催し、外部講師による特別講演、児童生徒代表による発表、学生による成果発表及び指

導教員による教育成果評価を行う。

　　　　　（（（（（オオオオオ）））））「「「「「ももももものののののづづづづづくくくくくりりりりり」」」」」地域教育ネットワークの構築地域教育ネットワークの構築地域教育ネットワークの構築地域教育ネットワークの構築地域教育ネットワークの構築

　地域の教育力を高めるため、本取組では「ものづくり」地域教育ネットワークの構築を行

う。地域の学校、自治体・教育委員会、企業、N P O なら構成される地域教育やインターン

シップに関わる協議会を創設し、本取組だけでなく、お互いのノウハウを活用した児童生徒

に対する地域社会の教育に関する情報交換や具体的事項について話し合う場を構築する。

２．２．２．２．２．教職員教職員教職員教職員教職員・・・・・学生の参加数学生の参加数学生の参加数学生の参加数学生の参加数

本校本科課程 5 学科及び専攻科課程 3 専攻を担当する教員全員が参加する。また、本科 4・

5 年生及び専攻科 1・2 年生の全員が参加する。

個々のプログラムへの具体的な学生参加数として、インターンシップには 4 年生 100 名及

び専攻科 20 名を、地域教育サービスには 4・5 年生 100 名、地域連携型卒業・特別研究には、

本科 5 年生 50 名及び専攻科 1・2 年生 15 名を予定している。
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資料２　宇部高専 T & B
 （ウベニチ、平成 15年 6月 12日）

資料１　宇部市との包括的連携・協力協定
 （宇部日報、平成 17年 4月 28日）

資料３　小・中学生を対象とする「ものづくり教室」の事例
 （ウベニチ、平成 15年 8月 5日）

資　料
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資料５　本校公開講座の事例 （宇部時報、平成 15年 5月 16日）

資料６　ジュニア科学教室
 （宇部日報、平成 16年 7月 6日）

資料７　宇部市教育委員会主催の「ものづくり」
教室への支援 （ウベニチ、平成 15年 7月 31日）
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資料１０ａ　経済産業省「地域新生コン
ソーシアム研究開発事業」採択

（朝日新聞・朝刊、平成 15年 6月 6日）

資料８　地域新聞社の連載
講座をまとめた本の表紙　

資料１０ｂ　研究成果の一部がNHK「地球大
好き　環境新時代」で全国放映された。
•@（出展：http://www.nhk.or.jp/
kankyo/bangumi/program/p20041023.html）

資料４　宇部市立常盤中学校の「理科選択」への支援
 （宇部時報、平成 15年 11月 12日）
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資料９ 16年度共同研究・受託研究・助成研究（奨学寄付金）一覧
No 研 究 種 目 企 業 等 研 究 題 目 等

1 新光産業（株） 気体溶解、脱気、マイクロバブル供給器の用途開発に関す
る研究

2 （株）サンポリ 低コスト・環境負荷軽減型イチゴ移動式高設栽培システム
の開発

3 八尾異業種プラザ イベント用アミューズメントロボットの開発

4 （株）医療福祉工学研究所 ヘルスケアシステムの開発

5 （株）医療福祉工学研究所 MRI対応型手術ロボットの開発

6 海水化学工業（株） 芝の帯状切断機構及び水洗機構の検討

7 受託研究 経済産業省・地域新生コンソーシア
ム研究開発事業

有機性廃棄物のエネルギー・資源回収型処理
プラントの開発

8 （株）ハーモニック・エイディ 遊星歯車装置の騒音・振動に関する学術的研究

9 増本 一 超低価格のTVCM製作技術に関する研究

10 日本通運（株）宇部支店
宇部ペリカンセンター

超低価格のTVCM製作技術に関する研究

11 （有）にいや 超低価格のTVCM製作技術に関する研究

12 情報通信月間推進協議会 情報通信工学に関する研究

13 宇部中小企業流通研究会 超低価格のTVCM製作技術に関する研究

14 （有）大沢薬品 超低価格のTVCM製作技術に関する研究

15 （有）永谷テレビサービス 超低価格のTVCM製作技術に関する研究

16 （株）読売宇部
マーケティングセンター

超低価格のTVCM製作技術に関する研究

17 （有）河西モータース 超低価格のTVCM製作技術に関する研究

18 （財）マツダ財団
科学体験推進研究会の開催助成（くすのきキッズ科学体験
教室）

19 宇部工業（株） 湖沼等の底部堆積浮泥の除去及び水質浄化装置の研究開発

20 （財）マツダ財団 科学体験事業の開催助成

21 （財）先端加工機械技術振興協会
セラミックス強化金属基複合材料の熱リサイクル超塑性を
利用した新たな塑性加工法の開発

22 宇部高専後援会 教育研究の奨励

23 （有）山口TLO 宇部工業高等専門学校への研究助成

24 （有）山口TLO 技術室への研究助成

25 中村建設（株） 水質分析及びその技術開発に関する研究

26 大坪 輝美 超低価格のTVCM製作技術に関する研究

27 日本化薬（株）厚狭工場 工業排水処理技術開発に関する研究

28 （財）山口県教育公務員弘済会 オンライン小テストシステムの開発

29 富士写真フイルム（株） EDTA 分解用バイオリアクターの開発研究

30 住友金属（株） 鋼材表面ひずみ測定の研究

31 住友金属テクノロジー（株） 吉田教授の研究助成

32 伊藤緑地建設（株） 木・竹炭および木・竹酢液の用途開発に関する研究

33 （株）ミトモ オープンソースを活用した販売支援システムの構築に関す
る研究

34 住友金属工業（株）総合技術研究所 鋼材表面ひずみ測定の研究

35 バンドー化学（株） 有機ＥＬ材料の合成反応のハロゲン化剤に対する研究

36 明和化成（株） フェノール含有廃液処理研究助成のため

37 （有）バブルタンク バブルタンクの応用技術開発

38 （有）バブルタンク オープンソースを活用したWebサイトの構築に関する研究

助成研究

共同研究
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資料1１　優秀発明賞の受賞（宇部サンデー、平成 16年 10月 6日）

資料１３　全国高専ロボコン大会入賞
（ウベニチ、平成 15年 12月 2日）

資料１２　学生発表会優秀賞の受賞
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